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高山小学校自転車クラブ ９年連続出場  
８月９日㈬、東京国際展示場（東京ビッグサイト）で「第 52回　交通安全子供自転車全国大会」が開催され
ました。県大会を９連覇して全国大会出場を決めた高山小学校自転車クラブは、６年生３人と５年生１人に
よるチーム編成で大会に挑み、結果は団体で８位、個人では、山﨑朔也さんが堂々の３位と好成績を収めました。

第52回  交通安全子供自転車全国大会

出
場
選
手

　

山
﨑　

朔
也 

さ
ん

　

渋
谷　

航
貴 

さ
ん

　

宮
川　

應
良 

さ
ん

　

飛
田　

晟
吾 

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
１

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

８位入賞

　

こ
の
大
会
は
、
競
技
を
通
じ
て
児
童
に

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
興
味
と
関
心
を
高

め
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
に
関
す
る

知
識
や
技
能
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
41
年
か
ら
毎
年
夏

に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

開
会
式
に
先
立
っ
て
、
午
前
９
時
か
ら

学
科
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
交
通
規
則
、
道

路
標
識
・
標
示
及
び
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
に
つ
い
て
60
問
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
に
行
わ
れ
た
実
技
テ
ス
ト
で

は
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
と
安
全
な

走
行
を
評
価
す
る
「
安
全
走
行
テ
ス
ト
」

と
自
転
車
の
乗
り
方
の
熟
練
度
を
評
価
す

る
「
実
技
走
行
テ
ス
ト
」
に
よ
り
競
い
ま

し
た
。
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高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
と
お
考
え
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

村
内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
推
進
し
、

高
山
村
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
高
山

村
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
「
売
り
た
い
」
ま
た
は
「
貸

し
た
い
」
と
希
望
す
る
所
有
者
の
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
物
件
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
台
帳
閲
覧
な
ど
で
公
開
し
、
空

き
家
を
「
購
入
し
た
い
」
あ
る
い
は
「
借

り
た
い
」
な
ど
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

に
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
物
件
の
媒
介
等
は
、
一
般

社
団
法
人
長
野
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

長
野
支
部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ま
で
に
３
件
の
売
却
と
１
件
の
賃
貸
の
成

約
が
実
現
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
き
家
を
売
却
し
た
い
又
は
賃
貸
と
し

て
有
効
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

高
山
村
空
き
家
活
用
推
進
事
業

助
成
金
制
度

　

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
空
き
家
を
購
入
す
る
、
又
は
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
空
き
家
を
改
修
し
て
賃

貸
す
る
場
合
な
ど
の
空
き
家
の
利
活
用
を

◆
建
設
水
道
課
建
設
係　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
７

高山村　空き家バンク事業体系図

居
住
の
た
め
の
住
居
を
さ
が
し
て
い
る

空
き
家
　
利
用
希
望
者

空
き
家
を
、
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

空
き
家
　
所
有
者

⑧契約成立の通知

①空き家登録申込み

⑧

③利用登録申込み

村 HP 等での PR

②空き家登録通知

②空き家登録通知

④登録通知

⑥詳細情報提供

協
定
・
契
約

成
立
の
通
知

⑤情報の照会

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

媒介事業者
（一般社団法人長野県宅地
建物取引業協会長野支部）

区　長

図
る
方
へ
、
村
で
は
「
高
山
村
空
き
家
活

用
推
進
事
業
助
成
金
」
制
度
に
よ
り
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
建
設
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
空
き
家
の
購
入

　

対 

象 

者　

新
規
転
入
者
で
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
空

き
家
を
購
入
し
た
方

　

助
成
金
額　

土
地
代
金
を
含
む
空
き
家

の
購
入
費
用
の
10
分
の

１
以
内
（
50
万
円
限
度
）

②
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等

　

対 

象 

者　

空
き
家
の
所
有
者
が
空
き

家
を
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
、
賃
貸
す
る
た
め

リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
工
事

を
行
っ
た
場
合

　

助
成
金
額　

リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
費
の

３
分
の
1
以
内
（
100
万
円

限
度
）

③
空
き
家
の
家
財
整
理

　

対 

象 

者　

①
、
②
の
場
合
で
、
空
き

家
の
家
財
整
理
を
し
た
方

　

助
成
金
額　

家
財
整
理
に
係
る
費
用
の

２
分
の
１
以
内
（
10
万
円

限
度
）

※
い
ず
れ
の
場
合
も
事
前
審
査
が
必
要
で
す
。

⑦媒介等
売買・賃貸交渉

空き家バンク
高  山  村
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８
月
５
日
㈯
、
恒
例
の
信
州
高
山
ま
つ

り
が
、
約
４
、
０
０
０
人
の
村
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
う
れ
し
く
っ
て　

た
の
し

く
っ
て　

高
山
ま
つ
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

み
ん
な
で
食
べ
て
、
踊
っ
て
、
は
じ
け
て
、

夜
空
に
煌
め
く
大
輪
の
花
火
に
歓
声
を
上

げ
、
心
に
残
る
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

受賞された踊り連の皆さん
第 31 回ひんのべ大賞 ………… 久保連
きれいにおどれたで賞…………… 水中連
にぎやかだったで賞……………… 緑ケ丘連
じっちゃんばっちゃん元気で賞… 松南連
老若男女たくさん参加したで賞… 牧連
めだったで賞……………………… 紫連
たのしかったで賞………………… 赤和連
審査員特別賞……………………… 宮関連

　

高
山
ま
つ
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
、

恒
例
の
花
火
大
会
に
は
、
村
内
外
の
企
業

や
事
業
所
の
ほ
か
、
昭
和
47
年
度
高
山
中

学
校
卒
業
生
と
還
暦
を
迎
え
る
会
（
厄
払

祈
願
）
の
皆
さ
ん
か
ら
高
額
の
寄
付
を
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
協
力
金
と
合
わ
せ
、
盛

大
な
花
火
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
大
輪
の
花
火

は
、
祭
り
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、

自
然
と
盛
り
上
が
る
拍
手
や
歓
声
に
、
鑑

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
感
動
が
表
れ
て
い
ま

し
た
。

　

夏
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た

高
山
ま
つ
り
で
す
が
、
今
年
も
真
夏
の
よ

き
思
い
出
と
し
て
皆
さ
ん
の
心
に
刻
み
込

ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
信
州
高
山
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
高
山
村
商
工
会
・

　

  

産
業
振
興
課
内
商
工
観
光
係
）

　

☎
２
１
４
︱
９
２
９
６

第 31 回 信州高山まつり
みなさんの笑顔と溢れんばかりの熱気が、暑さを吹飛ばし心を一つにしました

　

午
後
４
時
に
藤
澤
一
彦
実
行
委
員
長
の

力
強
い
開
会
宣
言
に
よ
り
、
祭
り
が
ス

タ
ー
ト
し
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
、長
野
県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る〝
パ

ラ
レ
ル
ド
リ
ー
ム
〟、〝
丸
山
み
ゆ
き
〟
さ

ん
ら
の
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
、
村
内
の
皆
さ

ん
に
よ
る
各
種
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
ひ
ん
の
べ
音
頭
の
踊

り
流
し
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
各
区
の

踊
り
連
が
は
じ
け
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
を

  

進
め
て
い
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

高
山
村
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

　

７
月
29
日
㈯
、

保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
」
を
進

め
て
い
く
た
め
の

第
１
回
目
の
「
村

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
村
が
昨
年

８
月
11
日
、
山
の
日
に
名
古
屋
大
学
等
が

提
唱
す
る
日
本
版
「
首
長
誓
約
」
に
全
国

で
２
例
目
の
誓
約
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
年
度
は
、
本
村
に
相
応
し
い
「
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
村
が
協

　

９
月
３
日
㈰
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
を
中
央
会
場
と
し
て
高
山
村
総
合
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
勧
告
が
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
る

と
、
避
難
誘
導
に
従
い
、
地
域
の
方
が
会

場
に
避
難
し
、
初
期
消
火
訓
練
や
救
護
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
会
場
の
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
中
継
送
水
訓
練
、
水
防
訓
練
、
救

急
救
命
訓
練
等
様
々
な
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
避
難
所
開
設

働･

連
携
し
て
施
策
を
実
行
し
て
い
け
る

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

伺
い
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、

各
種
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
、
中
学
生
や

一
般
公
募
の
皆
さ
ん
な
ど
約
30
人
の
皆
さ

ん
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
活
発
な
議
論
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
２
日
㈯
に
は
第
２
回
目
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
今
後
村
内
で

活
用
で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可

能
性
や
課
題
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
持
続

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

◆
総
務
課
総
務
係　

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３

訓
練
を
行
い
、
避
難
者
の
受
付
、
健
康
確

認
を
行
っ
た
あ
と
、
簡
易
テ
ン
ト
、
仮
設

ト
イ
レ
を
設
置
し
、
実
際
の
避
難
所
の
開

設
形
態
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
須
坂
市
消
防
本
部
に
配
備
さ
れ

て
い
る
救
助
工
作
車
の
展
示
を
行
い
、
避

難
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
高
規
格

の
装
備
等
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高山中学校に
ご寄附を

いただきました
　７月 24 日㈪、中原区出身の渋
谷文雄さん（東京都在住）から、
高山中学校の吹奏楽器の充実に役
立てて欲しいと、村に 200 万円を
ご寄附いただきました。当日は、
渋谷さんの甥にあたる渋谷一三さ
んが役場を訪れ、内山村長が寄附
金を受け取りました。
　このご好意に心から感謝申し上
げますとともに、貴重な寄附金は
有効に活用させていただきます。

◆総務課企画財政係
　☎２１４―９２４３
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山里の原風景を守り伝えるむらづくり

屋根や外壁の色彩変更にも届出が必要です！
〔平成 20 年 10 月１日から高山村景観条例・景観計画が施行されています〕

　村では、豊かな自然と歴史の中で育まれた高山村固有の美しい景観を守り育てるとともに、自然と人とが共生し、
高山村の風土として今も残る山里の原風景を次代へ継承することを基本理念とした高山村景観条例を平成 20 年６
月 20 日に制定し、高山村景観計画とともに同年 10 月１日から全面施行しています。
　この条例等に基づき、建築物の新築・増改築時はもとより、外観の変更や色彩を変更する場合であっても村へ
の届出が必要になりますので、次の表を再確認していただき、手続きをお願いします。

　村民にとって貴重な財産である高山村の美しい景観に愛着と誇りをもって次代へ継承できるよう、村民の皆さ
まのご協力をお願いします。

◆総務課企画財政係　☎２１４―９２４３

条例で定める届出行為

景観形成基準（抜粋）

行為の種類 届出を要する規模

建築物 新築、増築、改築、移転 建築面積が 20㎡を超えるもの
外観変更・色彩変更 変更にかかる面積の合計が 25㎡を超えるもの

工作物

新築
増築
改築
移転
外観変更
色彩変更

煙突､鉄柱、木柱等、高架水槽、サイロ、
物見塔等、遊戯施設等 高さ 5mを超えるもの

擁壁、垣、さく、塀等 高さ 3mまたは長さ 30ｍを超えるもの
プラント類、自動車車庫、飼料・肥料・
燃料等貯蔵施設、ごみ等処理施設 高さ 13mまたは築造面積が 20㎡を超えるもの

電気供給・通信施設のための鉄柱等 高さ 20mを超えるもの
太陽光発電設備 太陽電池モジュールの合計面積が 500㎡を超えるもの

上記に施される特定外観意匠（屋外広告表示等） 面積が 3㎡を超えるもの
開発行為、土地の形質の変更（土石の採取または鉱物の掘採等）面積が 1,000㎡または法面もしくは擁壁の高さが 1.5 ｍを超えるもの
屋外における物件の堆積（土石、再生資源等） 堆積の用に供される土地の面積が 1,000㎡または高さが 3mを超えるもの

※山田温泉、松川渓谷温泉、五色温泉、七味温泉、山田牧場及び毛無峠など分水嶺山地では、上信越高原国立公園の基準に準じ、景観形成基準
を別途定めています。

対　　　象 景 　 観 　 形 　 成 　 基 　 準

建築物の新築、増築、改
善もしくは移転、外観を
変更する修繕、模様替え
または色彩の変更

・地上２階以下を基本とする。
・勾配屋根を基本とする。
・室外の建築設備は、公共空間から目立たないように配慮するとともに、建築本体や周辺景観との調和
を十分に考慮する。

・ゆとりある空間確保のため、道路からはできるだけ後退させるものとする。
・屋根は低彩度色を用いることを基本とする。
・建物の外壁等は、周辺の自然環境に馴染む色合いの低彩度色を用いる。
・反射光のある材料を避け、極力自然な風合いの材料を用いる。
・道路に面する側は、植栽・花壇を設けるなどの緑化を図り、継続的な管理に努める。　など

工作物の新築、増築、改
善もしくは移転、外観を
変更する修繕

・周囲の景観に威圧感、圧迫感を与えない高さとする。
・すっきりとした形態意匠とし、周辺景観に馴染む色合いで低彩度色を用いる。
・道路に面する側は、植栽・花壇を設けるなどの緑化を図り、継続的な管理に努める。　など

土地の形質の変更
（開発行為・土石の採取
等を含む）

・「高山村農業振興地域整備計画」に示される一定の地区においては、陸砂利採取を基本的に禁止とする。
・擁壁等の構造物や法面を設ける場合は、必要最小限とする。
・農業目的以外の土石の採取または鉱物の掘採は基本的に行わない。
・土石の採取や鉱物の掘採にあたっては、採取の位置、方法を工夫するとともに、敷地内の自然緑地等
を活用しながら、周辺の道路等から見えにくくなるよう配慮すること。　など

屋外における物件の堆積 ・高さをできるだけ低くするとともに、整然と威圧感無いように積み上げる。・道路その他の公共の場から、容易に望見できない位置に集積または貯蔵することを基本とする。　など

特定外観意匠
・基調となる周辺景観に調和する形態意匠とし、必要最小限の規模とする。
・道路からできるだけ後退させるよう努める。
・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基調とし、周辺の田園及び集落景観と調和し
た色調とする。　など
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国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
９
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
に

提
示
す
る
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬

に
郵
便
で
各
世
帯
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
す
る
保
険
証
の
色
は
、
一
般
用

が
「
空
色
」、退
職
者
用
が
「
桃
色
」
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記

載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
な
り
ま
し
た

ら
、
古
い
保
険
証
は
細
か
く
裁
断
す
る
な

ど
し
て
必
ず
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
な
ど
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民

健
康
保
険
証
が
届
い
た
方
は
、
役
場
で
喪

失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
配
偶

者
や
お
子
さ
ん
な
ど
が
会
社
に
勤
め
て

い
る
場
合
、
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
、

勤
め
て
い
る
方
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
に
扶
養
家
族
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
担

当
者
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
す

る
と
、
通
常
の
保
険
証
よ
り
も
有
効
期
限

が
短
い
「
短
期
保
険
証
」
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
税
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

は
、
早
め
に
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
比

較
し
て
も
、
効
力
や
安
全
性
が
同
等
で
あ

る
と
と
も
に
、
安
価
で
あ
り
、
自
己
負
担

や
医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
希
望
シ
ー
ル
を

同
封
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
シ
ー
ル
を
保
険

証
等
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
は
移
植
医
療
に

関
す
る
啓
発
等
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供

に
関
す
る
意
思
表
示
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
字
の
消
え
に
く
い
筆

記
具
で
ご
記
入
い
た
だ
き
、
臓
器
提
供
の

意
思
表
示
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
、
被

保
険
者
の
方
の
任
意
で
す
の
で
、
記
入
を

義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆（
社
）日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

０
１
２
０
︱
７
８
︱
１
０
６
９

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
６
７

◆
総
務
課
税
務
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
４

粗大ごみ・古着収集のお知らせ
次のとおり、粗大ごみ及び古着収集を実施しますので、都合の良い日に搬出してください。

日時・収集場所
　◦ 10 月 14 日㈯　午前８時～ 11 時
　　　高井農業者トレーニングセンター駐車場
　◦ 10 月 21 日㈯　午前８時～ 11 時
　　　北部農業者トレーニングセンター駐車場

料　金
　◦軽トラック（0.5t 未満）…2,000 円／台
　◦２t 車（0.5t 以上２t 未満）…4,000 円／台
　◦タイヤ　…300 円／本

搬出方法
事前に配布する「粗大ごみ搬出券」を当日持参し、
搬出の際に係員へ提出してください。

搬出できないもの
畳、家電製品（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・乾燥機・
エアコン・パソコン）、事業所等から出る粗大ごみ

（農機具を含む）、危険物（ガスボンベ・劇物・農薬類・
消火器）

加
入
・
喪
失
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
ご
相
談
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
を

同
封
し
ま
す

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
を

裏
面
に
設
け
て
い
ま
す

引き取り可能な衣類
シャツなど綿素材・ジャンパー・スーツ・ズボン・
靴（両足揃ったもの）等

引き取りできない衣類
汚れている衣類・臭いのある衣類・破れている衣類

搬出方法
透明または半透明の袋に入れて搬出してください。

収集にあわせて
　再利用可能な古着の回収を行います

（個人の持ち込みに限ります）

◆村民生活課生活環境係　☎２１４―９２６７

10
月
１
日
か
ら
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STAR VILL TAKAYAMA 〜 星がこぼれる高山村 〜

星とワイン
　８月22日㈫、午後６時から山田牧場カリヨンホールにて、「星とワイン」
を開催しました。
　今回のイベントは STAR VILL TAKAYAMA 実行委員会と高山村ワ
インぶどう研究会の共催で開催されました。
　高山村ワインぶどう研究会から提供された 13 種類のワインをテイス
ティングし、生ハムやチーズフォンデュ等の料理を楽しみました。
　当日はあいにくの雨で星を観察することはできませんでしたが、プロ
ジェクターとスクリーンを使用した星空解説を行いました。
　参加した 23 名からは、「ワインがおいしかった」、「プロジェクターを
使った星空の解説が上手だった」などの感想が聞かれました。

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

※STAR VILL TAKAYAMAの星空イベントについては今年度で終了となります。１年間ありがとうございました。

　高山村の食材とワインを味わっていただき、多くの方
にその魅力を知っていただくため、「秋のおごっそに乾
杯」を次のとおり開催します。
　村産のワインブドウを使用したワインを各醸造メー
カーに提供いただき、たくさんのワインを楽しめるよう
取り揃えています。
　食材は、村で採れたジビエや農作物を使った料理をお
出しし、１プレートに１つの料理を盛りつけ、多くの料
理を楽しんでいただきます。
　手軽にワインやジビエ料理を楽しめるイベントとなっ
ておりますので、是非お越しください。

日　時　10 月 15 日 ㈰　午後３時～７時
場　所　ＹＯＵ游ランド多目的ホール
料　金　ワイン・料理　300 円～
　
◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２

「秋のおごっそに乾杯」を
開催します

第26回
 村民体育祭を開催します

　村民総参加のもと
スポーツを通じて社
会性と連帯感の高揚
を図ることを目的に
村民体育祭を次の通
り開催します。
　今年度は参加者全
員が出場できる「○×クイズ」も予定しております。
　各チームのユニークな応援や、選手の感動を呼
ぶプレーが光る体育祭に、是非ご参加ください。

日　時　10 月８日㈰　午前８時 30分整列
　　　　※雨天順延なし
場　所　高山中学校グラウンド

　当日の駐車場は、役場駐車場、小学校グラウン
ドとなります。
　中学校周辺に路上駐車は絶対にしないでください。

◆高山村教育委員会生涯学習係　☎２１４―９７６２



2017.9.15 広報９

マイナンバーカード
　行政サービスをはじめ、これから様々な
ケースで利用の機会が増えると見込まれ
る、マイナンバーカード（プラスチック製
IC チップ付きのもの）。このカードはマイ
ナンバーを確認するだけでなく、顔写真入
りなので本人確認書類としても使えて便
利です。
　お申し込みは通知カードの交付申請部
分を切り取って写真を貼り、必要事項を記
入、押印し、返信用封筒に入れて投函する
だけです。スマートフォンやパソコンなど
からでも申請可能です。申請後、お手元に
交付通知書が届きましたら役場窓口まで
お越しください。
　なお、申請期限はございませんので利用
用途にあわせてお申込みください。

◆村民生活課生活環境係　☎２１４―９２６７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
料
金
助
成
の
お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
や
重
症
化
を
防
ぎ
、
集
団
感
染
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
に
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
と
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
予

防
接
種
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

子
ど
も
に
対
す
る
支
援

対
象
者

　

生
後
６
カ
月
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

接
種
料
金
（
自
己
負
担
額
）

医
療
機
関
毎
に
定
め
る
接
種
料
金
か
ら

助
成
金
額
を
差
し
引
い
た
金
額　

接
種
回
数

　

◦
生
後
６
カ
月
～
13
歳
未
満
…
２
回

　

◦
13
歳
以
上　
　
　
　
　
　

…
１
回

助
成
金
額　

　

接
種
１
回
に
つ
き
２
，
０
０
０
円

※
接
種
料
金
が
２
，
０
０
０
円
未
満
の

場
合
は
、
接
種
料
金
の
額

予
約
方
法

　

医
療
機
関
へ
電
話
予
約
（
事
前
予
約
）

持
ち
物

10
月
初
旬
に
村
か
ら
送
付
す
る
「
予
診

票
」・
保
険
証

65
歳
以
上
の
方
等
に
対
す
る
支
援

対
象
者　

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
や
じ

ん
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
重
い
病
気
の
あ
る
方

接
種
料
金
（
自
己
負
担
額
）

　

１
，
２
０
０
円

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

接
種
回
数　

　

１
人
に
つ
き
１
回

助
成
金
額　

　

２
，
９
０
０
円

予
約
方
法

　

医
療
機
関
へ
電
話
予
約
（
事
前
予
約
）

持
ち
物　

　

保
険
証

接　種　料　金　の　内　訳

接種対象
接　種　料　金

自己負担 公費負担

生後６カ月～
中学３年生

概ね
3,500 円

概ね
1,500 円 2,000 円

65歳以上の方等 4,100 円 1,200 円 2,900 円

不
妊
治
療
費
の

助
成
を
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫

婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
不

妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
、漢
方
療
法
、人
工
授

精
な
ど
の
治
療
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

医
療
保
険
に
加
入
し
、
村
に
１
年
以

上
住
所
を
有
し
て
い
る
夫
婦

助
成
金
額

　

不
妊
治
療
に
係
る
医
療
費
の
合
計
額

（
年
額
50
万
円
ま
で
）

申
請
方
法

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
保
健
予

防
係
窓
口
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

①
不
妊
治
療
補
助
金
交
付
申
請
書

②
不
妊
治
療
補
助
事
業
医
師
証
明
書

③
不
妊
治
療
補
助
事
業
医
療
費
等
証
明
書

④
不
妊
治
療
補
助
金
請
求
書

※
書
類
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
備
え
付
け
も
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

平
成
30
年
３
月
30
日
㈮

※
長
野
県
が
実
施
す
る
不
妊
治
療
助
成
事

　

業
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
妊
に
関
す
る
悩
み
相
談

　

長
野
県
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
６
３
︱
３
５
︱
１
０
１
２

　
　

毎
週
火
・
木
曜
日　

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
︱
１
２
０
２

※
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
広
報
た

か
や
ま
10
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

あれば便利！
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遠
石
工
」の
作

品
を
地
域
の
寺

院
や
街
道
筋
で

見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
で

も
、
稀
代
の
名
工
と
呼
ば
れ
た
守
屋
貞
治

の
作
品
は
、
慶
長
年
間
に
創
建
さ
れ
戦
国

武
将
武
田
家
の
菩
提
寺
に
な
っ
て
い
る
建

福
寺
を
は
じ
め
地
域
内
に
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
人
々
や
訪
れ
た
方
た
ち
の

心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ

石
工
た
ち
が
全
国
各
地
に
出
向
き
、
石
仏

や
石
塔
、
石
橋
、
鳥
居
、
石
垣
な
ど
の
石

造
物
を
作
っ
て
お
り
、
今
も
各
地
域
で
大

切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伊
那
市
は
信
州
そ
ば
発
祥
の

地
と
し
て
知
ら
れ
、
栽
培
の
歴
史
は
古
く

奈
良
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
で
も
、

多
く
の
店
舗
で
そ
ば
が
提
供
さ
れ
る
な
ど

地
域
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
高

遠
藩
の
藩
主
で
あ
っ
た
保
科
正
之
は
無
類

の
そ
ば
好
き
と
し
て
知
ら
れ
、
山
形
最
上

藩
・
福
島
会
津
藩
へ
転
封
す
る
際
も
、
そ

ば
職
人
や
穀
屋
な
ど
を
連
れ
て
行
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
山
形
の
寒
ざ
ら
し
そ
ば
や

会
津
の
高
遠
そ
ば
は
信
州
そ
ば
伝
播
の
証

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

貴
重
な
地
域
資
源
や
食
文
化
な
ど
高
遠

町
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

vol.64

美
し
い
村
連
合
通
信

　

伊
那
市
高
遠
町
は
、
長
野
県
の
南
部
に

位
置
す
る
面
積
約
139
㎢
、
人
口
約

5,900
人
の

地
域
で
、
2006
年
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た

伊
那
市
の
一
部
、
旧
高
遠
町
の
区
域
で
す
。

町
の
地
形
は
、
中
央
構
造
線
に
沿
う
長
い

縦
谷
で
、
東
は
南
ア
ル
プ
ス
、
西
は
中
央

ア
ル
プ
ス
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
の
中
心
に
位
置
す
る
高
遠
城
址
公
園

に
は
、「
天
下
第
一
の
桜
」と
称
さ
れ
る
タ

カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
り
ま

す
。
こ
の
桜
は
、
1875
年
に
城
跡
が
荒
れ
て

い
く
こ
と
を
憂
い
た
高
遠
藩
の
旧
藩
士
た

ち
の
手
に
よ
り
桜
が
移
植
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
、
毎
年
４
月
に
は
や
や
小
ぶ
り
な

が
ら
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
赤
み
を
帯
び

た
花
に
よ
り
公
園
一
帯
が
淡
い
ピ
ン
ク
色

に
染
ま
り
ま
す
。

　

1979
年
に
は「
桜
憲
章
」が
制
定
さ
れ
、
地

域
住
民
全
体
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
そ

の
保
護
育
成
に
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
一
の
石
工
と
さ
れ
る「
高

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
１
４
︱
９
２
４
３

第 16 回　信州高山紅葉トレッキング
　色鮮やかな紅葉を満喫できるとご好評をいただいております「信州高山紅葉トレッキング」を、本年も
開催します。
　｢紅葉の湯沢線コース｣ と ｢紅葉の古道コース｣ の２コースで開催しますので、ご家族や友人をお誘いあ
わせのうえ、ご参加ください。
　なお、参加にあたっては事前申込みが必要になります。

紅葉の湯沢線コース 10月15日 ㈰

　毛無峠からの絶景を目に入れながら、湯沢線入口からト
レッキング開始。色鮮やかな紅葉に囲まれた秋の景色をお楽
しみ頂きながら、閻魔橋までを歩き、マイクロバスにて再び
保健福祉総合センターまで戻る全長約 10km のコースです。

紅葉の古道コース 10月 21日 ㈯

　信州高山村古道復活みちおしえの会が再生した七味温泉
から金山平までの古道を、絶景の紅葉を見ながら歩く全長
約 15km のコースです。

参加申込方法

　信州高山温泉郷観光協会（山田温泉スパイン内）及び役場産業振興課窓口に備え付けの申込用紙または
メール、ＦＡＸでお申し込みください。
メール　info@shinshu-takayama-onsenkyo.com　　　ＦＡＸ　２４２―２２００

◆信州高山温泉郷観光協会　☎２４２―１１２２　　◆産業振興課商工観光係　☎２１４―９２９６

青空の下の桜雲橋
（高遠城址公園）

高遠石工の作品

集合場所　保健福祉総合センター
参 加 費　大　　　人：1,500 円／人
　　　　　中学生以下：1,000 円／人
申込期限　10月10日 ㈫

集合場所　ＹＯＵ游ランド
参 加 費　2,500 円／人
申込期限　10月 20日 ㈮

天
下
第
一
の
桜
と
日
本
一
の

石
工
に
よ
る
石
造
物
の
残
る
町

長
野
県
伊
那
市
　
高た
か
と
お
ま
ち

遠
町
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８月の高山分署の出動状況  （平成 29 年８月１日～８月 31 日）

火　　災 1     （7）
高山村内の火災　0 件（3）
損害額　0 円（392 千円）
死者　0 人（0）　負傷　0 人（0）

調　　査 0   （12）

救　　急 29 （238）

救　　助 0     （0）

＜お問い合わせ＞
• 消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）　☎ 245-1119
• お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ　  ☎ 248-0119

※（　）内は、平成 29 年 1 月 1 日からの累計です。

消防情報

＜特別警報とは＞
　特別警報とは、「東日本大震災」や「阪神・淡路大震災」
といった、誰もが一度は聞いたことがあるような大災害が
起こるおそれがある時に、住民に最大級の警戒を呼びかけ
るものです。
　特別警報が発表された場合は、地域がこれまで経験した
ことのないような重大な危険が差し迫った異常な状況にな
りつつありますので、落ち着いて、周囲の状況や自治体の
避難情報を確認して、速やかに危険回避の対応をするなど、
適切な行動をとってください。
　ただし、特別警報が発表されない場合でも災害が発生す
るおそれがありますので、通常の注意報や警報、その他気
象情報等の把握に努めてください。

＜特別警報は警報と何が違うの？＞
　「特別警報」は、「警報」の発表基準をはるかに超える、
数十年に一度の大災害が起こると予想される場合に発表し、
対象地域の住民の方々に対して最大級の警戒を呼びかける
ものです。

　 学校だより 高 山 中 学 校241

　７月 19 日㈬に、長野
県ユネスコ連絡協議会の
中野会長はじめ３名が本
校を訪れ、ユネスコス
クール加盟に伴う認証プ
レート贈呈式が行われま
した。生徒会長の松本優
希さんが金属製のプレー
トを受け取り、「今まで
行ってきた活動を継続することが大切であり、誇りを持っ
て頑張っていきたい」と述べました。各学年で高山村の地
域を学び、その中で気づいたことや考えたことをもとに、
中学生議会を通して、高山村がよりよくなるための提案を
続けてきたことが認められたものです。本年度も、１学年
でキノコの駒打ち ･ 学校林での本伏せ活動、３学年や生徒

会でチャオルの森周辺
の桜並木の手入れ ( 草
取り、下草の片付け )
を行ってきています。
９月 29 日・30 日に
行われる紅葉祭の中
で、各学年学んできた
中間発表を行います。
ぜひご覧ください。

ユネスコスクール加盟の取組から

　村では、在宅の寝たきり高齢者を常時介護している方
に、「寝たきり高齢者等家庭介護手当」を支給しています。

１「寝たきり高齢者」とは
　村内に住所を有する 65 才以上の方で、介護保険の要
介護認定における要介護度３以上の方です。

２ 手当の受給者
次のいずれかに該当する介護者です。
①寝たきり高齢者と同居し、継続して３か月以上介護

している者
②寝たきり高齢者と別居しているが、寝たきり高齢者

の自宅に通い継続して３か月以上介護している者

３ 手当の申請
　要介護度が３以上に認定された以後、在宅での介護期
間が３か月を経過した時点から申請できます。
　申請を希望される場合は、各地区の民生委員、ケアマ
ネジャーもしくは村民生活課福祉係まで申し出ください。

４ 手当の金額　　月額１０，０００円
　支給対象となる期間（月数）は、入院、ショートス
テイ利用及び施設入所等の期間を除き、在宅介護して
いた日数を月数に換算します。

◆村民生活課福祉係　☎２４２―１２０１

福祉のひろば

寝たきり高齢者等家庭介護手当

発売期間は
　平成 29 年 10 月 11 日㈬から平成 29 年 10 月 31 日㈫まで

主な賞金・本数
　１等・前後賞合わせて５億円
　１等３億円× 10 本・前後賞各１億円× 20 本
　（発売総額 300 億円：10 ユニット）

抽選日　平成 29 年 11 月９日㈭

　県内で販売された宝くじの収益
金は、全額県内市町村に交付され、
市町村の明るいまちづくりや地域
住民の福祉向上のために使われま
すので、長野県内の宝くじ売り場
でお買い求めください。

平成 29 年度

 ハロウィンジャンボ宝くじ

ユネスコスクール認証プレート贈呈式

ナメコの本伏せ（学校林にて）
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た
か
や
ま
保
育
園　

夏
ま
つ
り

空
手
の「
形
」で
全
国
大
会
出
場

高
山
小
６
年
の
藤
沢
風
雅
さ
ん

　

高
山
小
学
校
６
年
生
の
藤
沢
風
雅
さ
ん

が
、
８
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰
の
両
日
、
都

内
の
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
17

回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会
」（
全
日
本
空
手
道
連
盟
主
催
）
の
「
小

学
生
６
年
男
子　

形
」
競
技
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、
今
回
で
４
回

目
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、「
試
合
前
は

緊
張
し
た
」
と
の
事
で
し
た
。

　

全
国
の
都
道
府
県
の
代
表
者
95
人
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競
い
合
う
会
場
内
は
、

キ
レ
の
あ
る
素
早
い
身
動
き
と
気
合
の
こ

も
っ
た
掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
緊
迫
し
た

雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

藤
沢
さ
ん
の
１
回
戦
は
、
奈
良
県
代
表

の
選
手
と
対
戦
し
、
５
︲
０
で
見
事
勝
利

し
ま
し
た
が
、
２
回
戦
は
長
崎
代
表
の
選

手
に
１
︲
４
と
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
藤
沢
さ
ん
は
、「
来
年

も
長
野
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
長
野
県
の

代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
」

と
、
来
年
に
向
け
て
抱
負
を
語
る
と
と
も

に
、
休
む
間
も
な
く
、
次
の
大
会
に
向
け

て
練
習
を
開
始
し
た
そ
う
で
す
。

　

８
月
25
日
㈮
、
た

か
や
ま
保
育
園
の
夏

の
恒
例
行
事
に
な
っ

て
い
る
「
夏
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浴
衣
等
に
着
替
え

た
園
児
達
は
わ
く
わ

く
・
ド
キ
ド
キ
、
ゲ
ー

ム
券
を
首
に
下
げ
、

お
家
の
方
と
一
緒
に
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
り

ま
す
。
か
き
氷
・
お
で
ん
・
ミ
ニ
フ
ラ
ン
ク
・

キ
ュ
ウ
リ
等
々
お
い
し
い
お
や
つ
が
い
っ

ぱ
い
。
輪
投
げ
・
く
じ
引
き
・
わ
く
わ
く

ゲ
ッ
ト
・
お
ば

け
や
し
き
な
ど

の
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
時

間
半
で
し
た
。

　

最
後
は
打
ち

上
げ
花
火
を
見

て
笑
顔
で
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

全国大会で見事な「形」を
披露する藤沢さん

囲
碁
で
全
国
大
会
出
場

高
山
中
２
年
の
廣
川
晴
弘
さ
ん

太
極
拳
で
全
国
大
会
準
優
勝

高
山
中
２
年
の
島
田
悠
杜
さ
ん

　

高
山
中
学
校
２
年
生
の
廣
川
晴
弘
さ
ん

が
、８
月
１
日
㈫
、２
日
㈬
の
両
日
、都
内
の

日
本
棋
院
東
京
本
院
で
開
催
さ
れ
た
「
第

38
回
文
部
科
学
大
臣
杯
少
年
少
女
囲
碁
大

会
」（
日
本
棋
院
主
催
）
の
中
学
生
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。全
国
大
会
へ
の
出
場
は
、

小
学
校
時
代
を
含
め
３
回
目
と
い
う
こ
と

で
、「
そ
れ
ほ
ど
緊
張
は
し
な
か
っ
た
」
と

の
事
で
し
た
。

　

全
国
の
都
道
府
県
の
代
表
者
な
ど
102
人

が
６
人
か
ら
８
人
で
編
成
さ
れ
た
16
ブ

ロ
ッ
ク
で
予
選
を
行
い
、ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝

者
16
人
が
本
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を

争
う
形
式
で
行
わ
れ
、廣
川
さ
ん
は
ブ
ロ
ッ

ク
優
勝
を
目
標
に
対
戦
に
望
み
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
対
戦
は
、
広
島
県
、
和
歌

山
県
、
栃
木
県
の
各
代
表
と
対
戦
し
、
戦
績

は
１
勝
２
敗
で
、ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
会
か
ら
帰
っ
て
き
た
廣
川
さ
ん
は
、

「
来
年
も
長
野
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
長
野

県
の
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た

い
」
と
、来
年
に
向
け
て
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

高
山
中
学
校
２
年
生
の
島
田
悠
杜
さ
ん

（
高
山
太
極
拳
協
会
所
属
）
が
、
７
月
７

日
㈮
～
９
日
㈰
の
３
日
間
、
都
内
の
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
34
回
全
日
本

武
術
太
極
拳
選
手
権
大
会
」（
日
本
武
術

太
極
拳
連
盟
主
催
）
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
太
極

拳
２
（
18
歳
以
下
）
男
子
」
の
部
に
出
場

し
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
選
手

を
含
む

1,800
人
余
り
が
出
場
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
に

出
場
し
、
優
勝
し
た
経
験
が
あ
り
、
今
大

会
で
は
「
落
ち
着
い
て
演
武
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
そ
う
で
す
。

　

来
年
は
、
格
上
の
ク
ラ
ス
の
「
24
式
太

極
拳
」
の
部
で
県
大
会
で
優
勝
し
、
全
国

大
会
に
出
場
し
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

全国大会で対局する廣川さん
（写真中央）

賞状とメダルを手にする島田さん
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

第
５
回

　
高
山
村
商
工
会
感
謝
祭
を

開
催
し
ま
す

計
量
器
（
は
か
り
）
の

　
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

第
33
回

  

信
州
矯
正
展
が
開
催
さ
れ
ま
す

狩
猟
免
許
試
験
及
び

初
心
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

問

問

問

問

問

　

高
山
村
商
工
会
で
は
、
商
工
会
員
と
村

民
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

「
第
５
回
高
山
村
商
工
会
感
謝
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
自
動
車
部
門
」、

「
製
造
部
門
」、「
建
設
部
門
」、「
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
部
門
」
に
分
か
れ
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
各
種
の
体
験
や
実
演
、
格
安
で
の
各
種

商
品
の
販
売
等
を
行
い
ま
す
。

　

同
時
に
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
を
対
象
に
し
た
大

抽
選
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
や

お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

９
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

役
場
駐
車
場

内
　
容

　

①
自
動
車
部
門

新
旧
車
両
の
展
示
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
展
示
、
か
き
氷
販
売
、
風
船

提
供
等

　

②
製
造
部
門

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
貯
金
箱
）
作

成
体
験
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

箱
物
の
組
立
等

　

③
建
設
部
門

重
機
に
よ
る
水
汲
み
競
争
、高
所
作
業

　

農
産
物
や
食
品
の
パ
ッ
ク
詰
め
、学
校
等

に
お
い
て
体
重
を
測
定
す
る
「
は
か
り
」
は
、

２
年
に
一
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
計
量
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
「
は
か
り
」
を
持
参

し
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代
金
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
込
む
際
は
、
は
か
り
に
付

着
し
た
ほ
こ
り
、
粉
等
を
落
と
し
て
き
て

く
だ
さ
い
。

日
　
時　

９
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

公
民
館
１
階
フ
ロ
ア

　

長
野
県
計
量
検
定
所
検
定
・
検
査
課

　

☎
０
２
６
３
︱
４
７
︱
４
０
０
６

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

狩
猟
免
許
試
験

日
　
時　

10
月
３
日
㈫

場
　
所　

長
野
合
同
庁
舎

内
　
容　

適
性
・
技
能
・
知
識
試
験

対
象
者

長
野
県
内
に
住
所
が
あ
り
、
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
い
方
。

（
網
免
許
及
び
わ
な
猟
免
許
に
つ
い
て

は
18
歳
以
上
、
第
一
及
び
第
二
種
銃
猟

免
許
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
の
方
）

受
験
手
数
料

長
野
県
収
入
証
紙
５
，２
０
０
円
（
既
に

免
許
を
所
持
し
て
お
り
、さ
ら
に
他
の
免

許
を
受
験
す
る
方
は
３
，９
０
０
円
）

初
心
者
講
習
会

日
　
時　

９
月
26
日
㈫

場
　
所　

長
野
合
同
庁
舎

対
象
者　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す
る
方

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
（
当
日
支
払
）

　

　

長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、セ
ン
タ
ー
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、よ
り
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
「
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
祭
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場
　
所　
長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
長
野
市
下
駒
沢
）

内
　
容　

ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
演
奏
・
車
い

す
乗
車
体
験
・
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
体
感
試
乗
・
豚
汁
無
料
提

供
・
食
品
販
売
な
ど

　
長
野
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
９
６
︱
３
９
５
３

●お知らせ

役

役

車
乗
車
体
験
、
グ
リ
ー
ン
ス
ペ
ー
ス
、

木
工
工
作
体
験
、餅
の
ふ
る
ま
い
等

　

④
小
売
・
サ
ー
ビ
ス

各
種
小
売
店
の
特
価
販
売
、
企
業
紹

介
、
試
食
等

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

高
山
村
商
工
会

　

☎
２
４
８
︱
０
５
８
２

　

長
野
刑
務
所
等
で
は
、
受
刑
者
に
よ
る

様
々
な
刑
務
作
業
な
ど
社
会
復
帰
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
に
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、「
信
州
矯
正
展
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

10
月
７
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
　
所　

長
野
刑
務
所
庁
舎
周
辺
敷
地
内

　
　
　
　
（
須
坂
市
馬
場
町
）

内
　
容　

施
設
見
学
・
パ
ネ
ル
展
示
・
性

格
診
断
体
験
・
刑
務
所
作
業
製

品
の
展
示
と
販
売
・
子
供
用
刑

務
官
制
服
の
試
着
・
記
念
撮
影

な
ど

　

長
野
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門

　

☎
２
４
５
︱
０
９
０
０
（
代
表
）

申
込
み
方
法

９
月
25
日
㈪
ま
で
に
所
定
の
申
込
書（
長

野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、郵
送
又
は
持
参
で
提
出

提
出
先

〒
３
８
０
︲
０
８
３
６

長
野
市
大
字
南
長
野
南
県
町
６
８
６
︲
１

長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
林
務
係

　

長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
林
務
係

　

☎
０
２
６
︱
２
３
４
︱
９
５
２
１
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伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。

部
落
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
。

部
落
の
歴
史
も
知
ら
な
か
っ
た
。

部
落
の
人
の
気
持
ち
も
知
ら
な
か
っ
た
。

知
ら
ず
に
生
き
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

大
人
は
ど
ん
な
差
別
が
あ
っ
た
か
教
え
て
く
れ
た
。

ど
ん
な
に
み
じ
め
な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
か
教
え
て
く
れ
た
。

知
っ
て
良
か
っ
た
。

知
っ
た
上
で
、
僕
は
差
別
し
な
い
心
を
持
ち
続
け
る
。

井 

浦   

椋 

介

（
平
成
二
十
八
年
度
高
山
中
学
校
　
三
年
）

伝 

え 

る 

も 

の

　

７
月
14
日
、
北
信
教
育
事
務
所

等
主
催
の
北
信
地
区
人
権
教
育
研

修
会
が
千
曲
市
で
あ
っ
た
。

　

事
前
の
参
加
要
項
に
、
講
演
会

の
演
題
が
『「
魂
を
揺
さ
ぶ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
ペ
ッ
プ

ト
ー
ク
～
や
る
気
を
引
き
出
す
魔

法
の
言
葉
～
』
と
あ
っ
た
の
で
、

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
は
何
か
？

聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会　

代
表

理
事
の
岩
崎
由
純
さ
ん
。
紙
面
の

許
す
範
囲
で
参
加
報
告
を
し
ま
す
。

　
「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
は
、
も
と

も
と
米
国
生
ま
れ
で
、
選
手
、
生
徒
、

部
下
な
ど
を
励
ま
す
の
に
、
監
督

や
コ
ー
チ
な
ど
指
導
者
が
試
合（
本

番
）
前
に
使
う
「
激
励
の
シ
ョ
ー

ト
ス
ピ
ー
チ
」（
二
分
以
内
）
の
こ

と
で
、「
ペ
ッ
プ
」
は
英
語
で
、元
気
、

活
気
、
活
力
と
い
う
意
味
。
米
国

の
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
学
ん
だ
岩
崎

さ
ん
が
「
勇
気
を
与
え
る
感
動
の

言
葉
が
け
、
人
を
そ
の
気
に
さ
せ

る
」
い
わ
ば
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
し
て
確
立
し
た
。

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
の
特
徴
は
、・
短

い　

・
分
か
り
易
い　

・
肯
定
的

な
言
葉
を
使
う　

・
魂
を
揺
さ
ぶ

る　

・
人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
こ

と
で
、
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
と
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

　

本
年
度
の
人
権
教
育
講
座
を
左

記
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。
大
勢

の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
高
山
村
公
民
館
講
堂

☆
９
月
14
日 

㈭

・
信
州
大
学
出
前
講
座

　
「
憲
法
と
は
何
か
」

　
　

信
州
大
学
社
会
科
学
系

教
授  

成
澤
　
孝
人 

さ
ん

☆
９
月
21
日 

㈭

・「
部
落
史
を
通
し
て

同
和
問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　
　

北
信
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
課

指
導
主
事  

小
嶋
　
豪 

さ
ん

☆
10
月
12
日 

㈭

・
刑
期
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

関
す
る
問
題
を
考
え
る

　
「
刑
事
施
設
を
取
り
巻
く

現
状
に
つ
い
て
」

　
　

長
野
刑
務
所所

長  
柿
添
　
聡 

さ
ん

☆
10
月
19
日 

㈭

・
同
和
問
題
を
考
え
る

　
「
部
落
差
別
は
今
～

被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
て
～
」

　
　

元 

長
野
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

人
権
啓
発
・
相
談
員

星
沢
　
文
雄 

さ
ん

平
成
二
十
九
年
度
の

人
権
教
育
講
座

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

・
ラ
ポ
ー
ル
（
信
頼
関
係
）

　

相
手
を
受
け
止
め
、
相
手
と
の

間
に
信
頼
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
。

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ト
ロ
ー
ク

　

目
の
前
の
人
に
好
印
象
を
あ
た

え
る
接
し
方
の
こ
と
で
、
言
葉
だ

け
で
な
く
態
度
、
姿
勢
、
目
線
な

ど
非
言
語
の
要
因
も
ふ
く
ま
れ
る
。

ス
ト
ロ
ー
ク
は
、
人
が
他
者
に
与

え
る
印
象
、
感
じ
、
反
応
と
い
う

意
味
。

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
が
け

　

ポ
ジ
テ
ィ
語
と
い
い
、
相
手
と

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
を
す
る
言
葉

選
び
を
し
、
可
能
な
限
り
肯
定
的

な
表
現
を
す
る
こ
と
が
大
事
。
事

実
の
と
ら
え
方
を
換
え
て
、
し
て

欲
し
い
言
葉
に
変
換
し
て
伝
え
る
。

例
え
ば
、
ボ
ケ
ッ
と
す
る
な
→
集

中
し
よ
う
、
サ
ボ
る
な
→
し
っ
か

り
や
ろ
う
、
廊
下
を
走
る
な
→
廊

下
を
歩
こ
う
、
ウ
ソ
を
つ
く
な
→

正
直
に
話
そ
う
。

・
傾
聴
力
・
斟
酌
力
・
質
問
力

・
表
現
力

　

質
問
に
つ
い
て
は
、
下
の
よ
う

に
変
換
す
る
。

　

ク
ロ
ー
ズ
（
は
い
、
い
い
え
）

→
オ
ー
プ
ン
（
意
見
・
考
え
・
念
い
）、

過
去
（
確
認
・
反
省
・
詰
問
）
→

未
来
（
意
思
・
意
欲
・
想
い
）、
否

定
（
弱
み
・
欠
点
・
否
認
）
→
肯

定
（
強
み
・
長
所
・
承
認
）。

　

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
は
、
一
に
も
二

に
も
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
で

成
り
立
つ
と
思
っ
た
。

（
人
権
推
進
係　

金
山
榮
一
）



15 2017.9.15 広報じんけん

第 69 号

　

毎
日
、
軽
ト
ラ
で
通
勤
し
て

い
ま
す
。

　

縁
側
の
サ
ッ
シ
の
所
で
、
一

歳
ち
ょ
っ
と
に
な
る
孫
が
手
を

振
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
手
を
振
る
と
、
ニ

コ
ッ
と
笑
っ
て
、
手
を
叩
い
て
、

と
て
も
満
足
そ
う
な
顔
を
し
て

い
ま
す
。

　

一
歳
を
過
ぎ
る
と
い
ろ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
も
我
が
家
の
朝
の
一
コ

マ
で
す
。　
　
　

   （
宮
沢
孝
吉
）

高齢者の疑似体験

　

高
山
小
学
校
の
学
校
目
標
は
、

「
ひ
と
り
だ
ち　

と
も
そ
だ
ち
」

で
す
。
合
言
葉「
た
か
や
ま
」、「
た

く
ま
し
く
、
か
し
こ
く
、
や
さ
し

く
、
学
び
合
う
子
ど
も
」
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
「
身
体
を
動
か
し
て
、
な

か
よ
く
遊
ぶ
」「
思
い
や
考
え
を

聞
く
」「
挨
拶
・
返
事
・
感
謝
の

言
葉
」
の
三
つ
の
こ
と
を
重
点
と

し
て
、
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

身
体
を
動
か
し
て
、
友
達
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
活
動
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
友
達
と
な
か
よ
く
で

き
る
や
さ
し
い
心
や
た
く
ま
し
い

身
体
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た
、
よ

く
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
考
え
を
受
け
入
れ
、
学
び
の

幅
が
広
が
り
、
豊
か
な
心
が
育
ち

ま
す
。
さ
ら
に
、
挨
拶
や
返
事
、

あ
り
が
と
う
の
言
葉
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
高
め
、
友
達

を
大
切
に
す
る
や
さ
し
い
心
を
育

ん
で
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
の
児
童
集
会
で
高

学
年
と
低
学
年
が
ペ
ア
を
組
み
、

鬼
役
の
子
ど
も
に
つ
か
ま
ら
な
い

よ
う
に
走
り
抜
け
る
ゲ
ー
ム
の
時

　

小
学
校
の
人
権
委
員
会
で
は
、

人
権
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
習
、
村
の
人
権
教
育
講
座
へ
の

参
加
、
親
子
人
権
講
演
会
の
実
施

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
前
半
に
行
わ
れ
た
人

権
学
習
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

学
習
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

高
山
小
学
校
長
　
児
玉
　
明
代

高
山
小
教
諭
　
小
松
　
綾
実

子
ど
も
と
と
も
に

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

人
権
委
員
会
の
活
動

じ
ん
け
ん

　  

エ
ッ
セ
ー 

⑥

の
こ
と
で
す
。
六
年
生
の
子
ど
も

が
自
分
に
鬼
の
注
意
を
引
き
つ
け

て
、
ペ
ア
の
一
年
生
を
鬼
の
い
な

い
隙
間
を
通
さ
せ
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
六
年
生
は
、「
先
に

行
っ
て
い
い
よ
。」
と
声
を
か
け
、

そ
っ
と
一
年
生
の
背
中
を
押
し
て

先
に
通
り
抜
け
さ
せ
た
の
で
す
。

そ
の
六
年
生
の
声
が
け
や
そ
っ
と

背
中
を
押
す
姿
に
は
、
下
級
生
を

思
い
や
る
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
他
者
を
思
い
や
る
気

持
ち
が
自
然
な
姿
で
表
れ
て
い
る

こ
と
に
子
ど
も
達
の
心
の
成
長
を

実
感
し
、
私
は
と
て
も
う
れ
し
く

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
朝
の
時
間
の
「
あ

そ
び
の
時
間
」
を
は
じ
め
、
様
々

な
交
流
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
し
て
、
話
を
聞
き

合
っ
た
り
、
あ
り
が
と
う
な
ど
の

言
葉
を
掛
け
合
い
な
が
ら
豊
か
で

や
さ
し
い
心
を
育
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

子
ど
も
達
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿

に
気
づ
き
、
認
め
、
励
ま
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
で
、
あ
た
た

か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
子
ど
も
達
は
、
自
信
を

持
ち
、
さ
ら
な
る
活
動
へ
の
意
欲

を
高
め
て
い
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
い
け
な
い
こ
と
は
い
け
な

い
と
し
っ
か
り
教
え
、
諭
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
指
導
す
べ
き
こ
と

は
し
っ
か
り
指
導
し
つ
つ
、
そ
の

子
の
努
力
や
や
さ
し
い
姿
を
認
め
、

励
ま
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
私
た
ち

教
職
員
が
日
頃
か
ら
子
ど
も
達
と

遊
ん
だ
り
、
語
り
合
っ
た
り
し
な

が
ら
子
ど
も
達
の
思
い
や
成
長
に

気
づ
き
、
子
ど
も
達
の
や
さ
し
さ

に
学
び
な
が
ら
自
ら
の
人
権
感
覚

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
と
も
に
自

ら
の
心
を
磨
い
て
い
く
よ
う
さ
ら

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
学
習
会
は
、
六
月
十
七
日

チ
ャ
オ
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
疑
似
体
験
を
中
心
に
、
お

年
寄
り
の
方
々
の
気
持
ち
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。
土
曜
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
人
権
委
員
を
始
め
、

人
権
委
員
の
お
子
さ
ん
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
高
齢
者
の
方
々
の
体

や
心
の
変
化
に
つ
い
て
劇
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
で
学
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
高
齢
者
擬
似
体
験
で
す
。
手

足
に
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
も

の
を
つ
け
、
お
も
り
を
入
れ
る
と

手
足
の
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
目
に
は
、
白
内
障
用
の

め
が
ね
を
か
け
、
杖
を
手
に
持

ち
ま
す
。
二
人
一
組
で
手
を
引
い

て
も
ら
い
な
が
ら
、
歩
い
た
り
ト

イ
レ
に
入
っ
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

子
ど
も
用
の
セ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
も
体
験
し
て
み
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
人
権
委
員
さ
ん

の
感
想
で
す
。

　
《
今
ま
で
は
、
車
を
運
転
し
て

い
て
高
齢
者
の
方
の
運
転
や
歩
行

を
見
る
と
「
遅
い
な
あ
」「
こ
っ

ち
を
見
な
い
で
危
な
い
な
あ
。」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
体

験
し
て
み
て
、
こ
ん
な
に
も
不
自

由
に
な
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
な

お
一
層
思
い
や
り
を
持
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。》

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
同
作

業
所
で
の
体
験
で
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
風
呂
か

ら
あ
が
っ
た
利
用
者
さ
ん
の
髪
の

毛
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
し
た
り
、

水
分
補
給
の
お
手
伝
い
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
人
権
委
員
さ
ん
の
感

想
で
す
。

　
《
長
く
生
き
て
き
た
か
ら
こ
そ

分
か
る
お
話
も
た
く
さ
ん
聞
け
て

と
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。》

　
《
作
業
所
で
は
、
自
分
で
、
次

は
何
を
準
備
す
る
の
か
、
次
は
何

の
作
業
を
す
る
の
か
と
、
協
力
を

し
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
進
め
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
親
切
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。》

　

二
つ
の
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か

し
た
り
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
に
も
伝

え
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。（Ｐ

Ｔ
Ａ
人
権
委
員
会
担
当
）

高
山
小
学
校
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あふれる元気 とびちる汗　たかやま保育園

　８月５日（土）31回を迎えた高山まつりが開催されました。今回も猛暑の中、盛大におこなわれました。
　キャッチフレーズ「うれしくって　たのしくって　高山まつり」ではじけました。
　例年以上に暑い中、裏方担当者さんが、それぞれの係分担で、成功を支えていました。地面と頭上からの
暑さの中、舞台作り・照明音響の設置・交通整理・ひんのべ作り・打ち合わせ業務などなど、頭が下がりました。
スタッフの力と村民全体の協力で、無事終了しました。
　各地区の区長さんを始め役員の方々、ありがとうございました。 暑い中準備ご苦労様

あっそ〜れ♬

　あっそ〜れ♪

美味しくな〜れ
！

　美味しくな〜
れ !!おだんご、

　どれがいっぱいかな〜？

信州高山まつり第31回 ８月５日

元気！
キャピキャピ !!

若さあふれる元気パワ〜

９月号
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北
澤
　
雅
子
（
黒
部
）

あ
ー
あ

楽
し
か
っ
た

夏
休
み
が
は
る
か

昔
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
な
ァ

冬
休
み
の

計
画
を
た
て

な
き
ゃ
! !

り
ん
ご
ち
ゃ
ん

気
が
早
す
ぎ

 

な
い
？

　

駅
伝
大
会
の
２
区
を
走
っ
た
千

堀
チ
ー
ム
の
根
岸
明あ
き
と翔
君
に
出
場

し
た
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

◎
出
場
し
て
ど
う
で
し
た
か
？

　

初
め
て
だ
っ
た
か
ら
緊
張
し

ま
し
た
。

◎
練
習
は
？

　

チ
ー
ム
の
皆
で
１
回
走
っ
て

み
ま
し
た
。そ
の
時
は
自
分
は

18
分
で
走
り
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
（
土
）
高
山
村
公
民

館
で
、
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
か
ら
、

高
山
童
謡
唱
歌
の
会
・
コ
ー
ル
フ

ラ
ウ
エ
ン
の
有
志
に
も
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
後
半
で
合
同
演
奏
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
９
日
（
水
）、
高
山
中
学

校
体
育
館
で
、
今
回
で
３
回
目
と

　

８
月
５
日
（
土
）
出
場
24
チ
ー

ム
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

千
堀
（
千
本
松
・
新
堀
）・
駒
場
・

松
原
地
区
も
参
加
し
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
前
か
ら
の
強
い
陽
差
し
に

も
負
け
ず
各
チ
ー
ム
と
も
力
走

し
、
応
援
す
る
村
民
に
元
気
を
く

れ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
三
郷
チ
ー
ム
で
し
た
。

カノン
情熱大陸
真田丸
スパークル
ふるさと　ほか
緑の光の中で
信濃の国

１位	三郷	 34：20
２位	桝形	 34：44
３位	中原	 36：01
４位	牧福	 36：31
５位	紫Ａ	 36：55
６位	荒井原Ｃ	 36：58

駅
伝
大
会
に
出
場
し
て

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

参
加
し
て

　

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
高
山

保
育
園
園
歌
を
作
曲
さ
れ
た
荒
井

雅
至
さ
ん
と
門
下
生
に
よ
る
弦
楽

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
高
山
村
で
の

演
奏
会
に
私
も
２
回
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
、
音
楽
の
あ
る
毎

日
が
い
か
に
幸
せ
か
を
感
じ
る
事

が
で
き
、
帰
路
に
着
く
頃
は
満
た

さ
れ
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
が

あ
れ
ば
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
仲

間
と
楽
し
み
な
が
ら
音
楽
に
触
れ

あ
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

な
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
須
坂
市
出
身
で
東
京
音
楽
大

学
教
授
で
あ
る
水
野
信
行
さ
ん
と

門
下
生
17
名
に
よ
る
、
ホ
ル
ン
だ

け
の
演
奏
会
で
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
の
聴
衆
と
コ
ン

ク
ー
ル
直
前
の
高
山
中
学
校
吹
奏

楽
部
員
を
前
に
、
迫
力
の
あ
る
力

強
い
曲
か
ら
、
日
本
の
四
季
の
繊

細
さ
を
感
じ
る
曲
が
披
露
さ
れ
、

最
後
は
県
歌
「
信
濃
の
国
」
で
し

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
田
牧
場
で
合
宿
中
の
大
学
生

の
演
奏
も
聞
き
ご
た
え
が
あ
り
ま

し
た
が
、
世
界
的
ホ
ル
ン
奏
者
と

し
て
サ
イ
ト
ウ
キ
ネ
ン
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
演
奏
さ
れ
た
水
野
さ
ん
の

ホ
ル
ン
は
何
と
い
っ
て
も
音
色
が

豊
か
で
夏
の
夕
べ
の
ひ
と
時
、
美

し
い
音
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

水
野
さ
ん
の
小
中
学
校
時
代
の

同
級
生
の
方
々
が
、
10
名
ほ
ど
来

ら
れ
旧
交
を
温
め
て
い
る
姿
に
も

感
動
し
ま
し
た
。    （
荻
原　

記
）

第35回 育成会対抗駅伝大会

ホ
ル
ン
の

夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

プログラム

順位と記録

◎
走
り
終
っ
て
の
感
想
は
？

　

疲
れ
た
け
れ
ど
、「
同
じ
地
区

の
人
を
応
援
し
な
い
と
」
と
思

い
、慌
て
て
そ
の
場
所
に
行
っ
た
。

◎
大
会
に
参
加
し
て
ど
う
で
し
た
？

　

最
後
ま
で
走
り
き
り
、
出
場

出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

（
中
村　

記
）

一斉にスタート
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岩
肌
に
描
き
し
如
く
夏
の
蝶	

伊
賀	

登
志
美

ご
ろ
寝
し
て
目
覚
ま
し
に
喰
う
氷
菓
か
な	

宮
川	

節
子

ぐ
ず
り
虫
氷
菓
と
共
に
失
せ
に
け
り	

高
野	

閑
林

入
り
来
る
揚
羽
窓
根
に
誘い
ざ
な
へ
り	

佐
藤	

喜
代
美

戯
れ
る
孫
と
老
爺
と
夏
の
蝶	

荒
井	

智
雄

氷
菓
子
子
等
飛
ん
で
来
て
ハ
イ
タ
ッ
チ	

浦
野	

ス
ミ
子

幼
虫
の
醜
さ
伏
せ
て
夏
の
蝶	

勝
山	

久
峰

志ゃくなげ
七月作品

　

昨
年
ま
で
５
月
に
行
っ
て
い
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
代
わ
り
、

今
年
は
「
桝
形
夏
祭
り
」
な
る
も

の
を
企
画
し
て
み
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
と
世
代
間
交
流
を
目
指
し
、

時
期
も
帰
省
す
る
久
し
ぶ
り
の
顔

に
会
え
る
こ
と
も
期
待
し
、
７
月

　今月の課題は、「夏の蝶」「氷
菓子」です。「蝶」は春の季語
です。それ以外の季節の蝶は、
季節名をつけます。

　

７
月
29
日
（
土
）
中
原
分
館

育
成
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
食
事
に
は
焼
肉
だ
け
で
な
く

焼
き
そ
ば
も
あ
る
と
い
う
の
で
中

原
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ

　

８
月
14
日
（
月
）
高
井
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
恒
例
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
山
分

館
長
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
、
も

う
50
年
以
上
も
続
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
お
ど
ろ
き
ま
す
。

　

老
若
男
女
、
４
チ
ー
ム
で
戦
い
、

試
合
後
は
懇
親
会
が
あ
り
ま
す
。

前
夜
の
盆
踊
り
の
疲
れ
も
な
ん
の

そ
の
、
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で
し
た
。

（
本
多　

記
）

桝
形
夏
祭
り

桝
形
分
館
長
　
内
堀
　
進

中
原
分
館
長
　
山
口
　
俊
文

29
日
と
、
夏
休
み
に
入
る
時
期
に

し
ま
し
た
。
更
に
育
成
会
の
夏
の

お
楽
し
み
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ

て
も
ら
い
、
ス
イ
カ
割
り
や
花
火

大
会
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
と
交

流
し
、
夏
の
風
情
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

出
店
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
焼
鳥
、

焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
、
生
ビ
ー
ル

な
ど
を
用
意
し
、
育
成
会
や
校
外

指
導
部
か
ら
、
キ
ュ
ウ
リ
の
一
本

漬
け
な
ど
を
用
意
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

実
際
に
は
企
画
の
甘
さ
や
天
気

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も

あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
「
夏

祭
り
」
と
は
程
遠
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
区
民
の
方

の
温
か
い
言
葉
や
、
あ
る
分
館
役

員
さ
ん
が
最
後
に
言
っ
て
く
れ
た

「
う
ま
く
い
っ
た
っ
て
も
ん
だ
よ

な
」
と
い
う
一
言
に
救
わ
れ
、
満

足
な
出
来
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

わ
く
わ
く
村
③

　

８
月
19
日
（
土
）
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
の
方
も
４
名
参
加
で
、

講
師
は
勝
山
寛
さ
ん
（
久
保
）
と

太
田
信
さ
ん
（
堀
之
内
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
緑
ケ
丘
公
園
見
学

後
、徒
歩
で
小
学
校
北
ま
で
行
き
、

紫
の
「
分
水
ま
す
」
と
神
明
社
わ

き
を
見
学
し
、
工
場
団
地
上
で
、

「
せ
き
」
と
取
り
付
け
道
路
の
跡

を
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
せ
き
」
を
開
さ
く
し
た

太
田
才
右
衛
門
さ
ん
の
お
宅
で
、お

話
を
聞
き
ま
し
た
。大
変
な
苦
労
を

し
た
こ
と
や
実
行
力
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
等
、話
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
群
馬
県
に
あ
る
源
流
の

地
と
毛
無
峠
を
見
学
し
ま
し
た
。

明
治
初
期
に
１
７
０
０
m
を
こ
え

る
高
地
で
村
の
た
め
に
苦
労
さ
れ

た
先
人
を
偲
び
ま
し
た
。

（
本
多　

記
）

太田せきに行こう

ブ
）
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
３
世

代
混
合
の
６
チ
ー
ム
で
競
い
、
楽

し
い
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
で
に

ぎ
や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
雨
で
花
火
大
会
は

取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
子

供
達
は
お
泊
ま
り
会
で
思
い
出
を

作
っ
た
よ
う
で
す
。

３
世
代
の
夏
ま
つ
り

み
ん
な
で

    

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

水
中
分
館

分館・育成会・ふれあいクラブ
交流ゲートボール大会

乾　杯

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
「
や
っ

て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
分
館
役
員
、
育
成
会
役

員
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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澄
ん
だ
秋
の
空
の
よ
う
な
濃
い

青
い
花
、リ
ン
ド
ウ
は
長
野
県
の

県
の
花
で
す
。リ
ン
ド
ウ
に
も
何

種
類
か
あ
り
ま
す
。そ
の
中
の「
リ

ン
ド
ウ
」は
、本
来
里
の
植
物
で

す
。よ
く
草
刈
り
を
さ
れ
る
田
畑

の
近
く
の
草
地
な
ど
に
生
育
し
て

い
ま
す
。耕
地
整
備
な
ど
が
進
み
、

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
リ
ン
ド
ウ
」と
よ
く
似
た
エ
ゾ

　
秋
で
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
も

意
識
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

①
花
ガ
ラ
つ
み

　
水
や
り
・
施
肥
・
花
ガ

ラ
つ
み
は
、
世
話
の
三
条

件
で
す
。
水
や
り
は
、
た

く
さ
ん
や
る
と
よ
い
こ
と

は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

土
が
湿
っ
て
い
る
時
は
、

止
め
て
花
ガ
ラ
つ
み
を
し

ま
し
ょ
う
。
茎
や
葉
が
元

気
を
維
持
し
、
美
し
い
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
雑
草
も
取
り
ま

し
ょ
う
。

②
土
は
疲
れ
て
い
る

　
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
た
土

は
栄
養
分
を
使
い
切
り

疲
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン

タ
ー
等
に
残
っ
て
い
る
根

を
取
り
除
き
休
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
土
を
休
ま
せ
ず

次
の
苗
を
植
え
る
こ
と
も

見
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
よ

い
花
は
咲
き
ま
せ
ん
。

林
道
に
竜
胆 

～
リ
ン
ド
ウ
～

リ
ン
ド
ウ
、オ
ヤ
マ
ノ
リ
ン
ド
ウ

が
長
野
県
に
は
あ
り
ま
す
。こ
の

３
種
、実
は
見
分
け
る
の
が
と
っ

て
も
難
し
い
！
だ
い
た
い
は
標

高
で
住
み
分
け
て
い
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
は
た

し
て
。つ
ま
り
、標
高
１
０
０
０

ｍ
く
ら
い
ま
で
は
リ
ン
ド
ウ
、

１
５
０
０
ｍ
く
ら
い
の
所
で
エ
ゾ

リ
ン
ド
ウ
、２
０
０
０
ｍ
近
い
高

山
で
は
オ
ヤ
マ
ノ
リ
ン
ド
ウ
で

す
。標
高
が
高
く
な
る
に
従
っ
て

草
丈
も
花
も
小
さ
く
な
り
、花
が

あ
ま
り
開
か
な
く
な
り
ま
す
。

　

９
月
、高
山
村
の
湯
沢
林
道
な

ど
を
通
る
と
「
リ
ン
ド
ウ
」が
咲

い
て
い
ま
す
。標
高
を
考
え
る
と

エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
で
し
ょ
う
か
。紅

葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
下
見
の
時
は

き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
の
に
、山

の
紅
葉
が
は
じ
ま
る
と
枯
れ
て
し

ま
い
ま
す
。と
っ
て
も
残
念
。

　

リ
ン
ド
ウ
の
根
に
は
薬
効
成
分

が
あ
り
、そ
れ
が
と
っ
て
も
苦
い

の
だ
そ
う
で
す
。そ
の
苦
さ
が
竜

の
胆
の
よ
う
な
の
で
、竜
胆
か
ら

な
ま
っ
て
リ
ン
ド
ウ
の
名
に
な
り

ま
し
た
。上
を
向
い
て
咲
く
花
は

青
い
竜
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

高
山
村
と
い
え
ば
果
物

の
宝
庫
で
す
ね
。
ぶ
ど
う

に
り
ん
ご
に
栗
に
、
有
難

い
こ
と
で
す
。「
食
欲
の
秋
」

で
も
あ
り
ま
す
が
、
食
べ

過
ぎ
に
は
注
意
。

　

年
１
回
の
健
康
診
断
を

受
け
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

（
中
村
・
荒
川　

記
）

エゾリンドウ

保育園のごま和え
① 野菜は食べやすい大きさに切り、

さっと茹でる。
② 調味料を合わせて、①と和える。

30

　練りごまを使ったごま和え
です。
　ごまのザラザラした食感が
なく、なめらかなごま和えに
なっています。
　子どもの好き嫌いは、味の
他にも、不慣れな食感が要因
のひとつになっているということもあります。
　少し甘味があって、なめらかなごま和えで、ちょっと苦味のあるい
んげんや、他の野菜もモリモリおかわり！してくれる子どもたちです。
　ご家庭でもお試しください！

（たかやま保育園管理栄養士　伊藤麻子）

いんげん･････････････････････････ 20ｇ
にんじん･････････････････････････ 10ｇ
キャベツ･････････････････････････ 20ｇ
もやし･･･････････････････････････ 40ｇ
練りごま････････････小さじ１/２弱（２g）
白すりごま･････････････大さじ１弱（６g）
三温糖･･･････････････････小さじ１（３g）
しょうゆ･･･････････････ 小さじ２/3(４g)

調
味
料

③
秋
植
え
球
根

　
毎
年
、
新
種
の
球
根
が

店
頭
に
並
び
ま
す
。
新
し

い
も
の
に
飛
び
つ
く
の
も

よ
い
で
す
が
、
新
種
は
耐

性
に
欠
け
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
も
の
で
配
色
な
ど
を
工

夫
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

（
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

　
松
本
浩
明
）
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日 曜日 行事予定（会場 • 時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 日 一茶秋麗茶会（10 ～ 15 時　一茶館） 一茶館 ☎ 248-1389

2 月 9 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 21 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

3 火

4 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

5 木

6 金

7 土 たかやま保育園運動会（９～ 12 時　たかやま保育園） たかやま保育園 ☎ 245-6842

8 日 第 26 回村民体育祭（8 時 30 分～　中学校グラウンド）　☞ 8 頁 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

9 月 （祝日　体育の日）

10 火

11 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁
3・7・10 カ月児健診（チャオル）　☞ 21 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

12 木 保育園開放日（10 ～ 11 時 30 分　たかやま保育園）　☞ 21 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

13 金 １歳６カ月・２歳・３歳児健診（チャオル）　☞ 21 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

14 土 粗大ごみ収集（8 ～ 11 時　高井トレセン駐車場）　☞ 7 頁 村民生活課生活環境係 ☎ 214-9267

15 日
第 16 回信州高山紅葉トレッキング（湯沢線コース）　☞ 10 頁
第 21 回一茶ゆかりの里俳句大会（９～ 15 時　一茶館）
秋のおごっそに乾杯（15 ～ 19 時　YOU 游ランド）　☞ 8 頁

信州高山温泉郷観光協会
一茶館
信州高山温泉郷観光協会

☎ 242-1122
☎ 248-1389
☎ 242-1122

16 月

17 火

18 水
健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁
教育委員会定例会（10 時～　公民館会議室）
合同相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館研修室）

村民生活課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 214-9761
☎ 214-9243

19 木 体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

20 金

21 土 第 16 回信州高山紅葉トレッキング（古道コース）　☞ 10 頁
粗大ごみ収集（8 ～ 11 時　北部トレセン駐車場）　☞ 7 頁

信州高山温泉郷観光協会
村民生活課生活環境係

☎ 242-1122
☎ 214-9267

22 日

23 月

24 火 子育てセミナー（10 ～ 11 時 30 分　チャオル）　☞ 21 頁 子育て支援センター ☎ 246-7445

25 水 健康相談（9 ～ 12 時　チャオル）　☞ 21 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

26 木

27 金 献血（９～ 11 時 30 分　公民館）　☞ 22 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

28 土 第 13 回高山村文化展 公民館 ☎ 214-9762

29 日 第 13 回高山村文化展 公民館 ☎ 214-9762

30 月

31 火 10 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 21 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

10 月 の 行 事カレンダー

● 10 月の予定
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《10月の高齢者福祉センター利用計画表》　◆社会福祉協議会　☎ 242-1220
日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名 日 曜日 行  政  区  名
1 日 二ツ石、松南、黒部 11 水 紫、 緑 ケ 丘 21 土 水 中、 久 保
2 月 駒 場、 松 原 12 木 二ツ石、松南、黒部 22 日 赤 和、 荒 井 原
3 火 桝 形、 三 郷 13 金 牧、 福 井 原 23 月 紫、 緑 ケ 丘
4 水 　休 所 日　 14 土 駒 場、 松 原 24 火 二ツ石、松南、黒部
5 木 中原、なかひら 15 日 障がい者の皆さんの利用日 25 水 駒 場、 松 原
6 金 宮 関、 荻 久 保 16 月 桝 形、 三 郷 26 木 桝 形、 三 郷
7 土 蕨平、天神原、温泉 17 火 中原、なかひら 27 金 牧、 福 井 原
8 日 千本松、新堀、堀之内 18 水 宮 関、 荻 久 保 28 土 中原、なかひら
9 月 水 中、 久 保 19 木 蕨平、天神原、温泉 29 日 宮 関、 荻 久 保

10 火 赤 和、 荒 井 原 20 金 千本松、新堀、堀之内 30 月 蕨平、天神原、温泉
31 火 千本松、新堀、堀之内

● 10 月の予定

※この利用計画の地区以外の方など、どなたでもご自由に利用いただけます。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

10 月 11 日㈬
保健福祉総合

センター
（チャオル）

10 カ月児 平成 28 年 11 月生まれ 午後 1:00 ～ 1:10 母子手帳・乳児の歯ブラシ • バスタオル
7 カ月児 平成 29 年 2 月生まれ 午後 1:10 ～ 1:20 母子手帳 • バスタオル
3 カ月児 平成 29 年 6 月生まれ 午後 1:20 ～ 1:30 母子手帳 • 保護者の歯ブラシ • バスタオル

《３カ月・７カ月・10カ月児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202

《健康相談》◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　考

10 月 4 日㈬
10 月 11 日㈬
10 月 18 日㈬
10 月 25 日㈬

保健福祉総合
センター

（チャオル）
午前 9:00
 ～ 12:00

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・育児相
　談など健康管理全般について知りたい方はお出かけください。
＊電話での相談も随時受け付けております。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎ 242-1203）
　にご相談ください。

《９、10月の納税等の納期限・口座振替日》　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

9 月分 10 月 2 日 ㈪

国民健康保険税 ３期分 学校給食費 ９月分
後期高齢者医療保険料 ３期分 下水道使用料 ３期分
介護保険料 ３期分 農業集落排水施設使用料 ３期分
保育料・児童クラブ利用料 ９月分

10 月分 10 月 31 日 ㈫
村県民税 ３期分 保育料・児童クラブ利用料 10 月分
固定資産税 ３期分 学校給食費 10 月分
水道料金 ４期分

《保育園開放日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445《子育てセミナー開催日》　◆子育て支援センター　☎ 246-7445
保育園名 期　日 時　間

たかやま保育園 10 月 12 日 ㈭ 午前 10:00
　～ 11:30

日　時 会　場 内　容
 10 月 24 日 ㈫
 午前 10:00 ～ 11:30

保健福祉総合センター
（チャオル）

音とふれあって
あそぼう

※セミナーへの参加は事前に申込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

期　日 会　場 対　象　児 受付時間 持　ち　物

10 月 13 日㈮
保健福祉総合

センター
（チャオル）

1 歳 6 カ月児 平成 28 年 2 月 26 日～ 3 月 20 日生まれ 午後1:00～1:10 母子手帳
幼児の
  歯ブラシ

2 歳児 平成 27 年 8 月 26 日～ 10 月 13 日生まれ 午後1:10～1:20
3 歳児 平成 26 年 8 月 26 日～ 9 月 13 日生まれ 午後1:20～1:30

《１歳６カ月 ･2歳 ･3歳児健康診査》　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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平成 29 年９月１日
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たかやま保育園

毎月、チャオル健康管理センターで 3 カ月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、平成 29 年 4 月生まれのあかちゃんです！

こんにちは　あかちゃん
第129回

◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
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世帯数（＋ 5）   2,457 戸
人　口（− 1）   7,200 人
　男  　（− 1）   3,581 人
　女  　（± 0）   3,619 人

　子育て支援センターでは５月～３月の月に１回、たかや
ま保育園の開放日を設けております。10時から開放してお
り、１時間ほど園庭や遊戯室で自由に遊んでいただけます。
そのあと保育園のお友だちと体操などの触れ合いあそびを
楽しみます。
　７月～８月は、自由あそびの時間に水あそびも楽しめま
す。子どもたちはビニールプールに浮かべたバケツやじょ
うろなどで水をすくってはバシャーっとやるのを繰り返し、
水の感触を楽しんでいます。顔に水がかかるのも気にせず
大はしゃぎで遊んでいます。おうちの方からは、「テントや
ござ、プールなど自宅で準備するのはとても大変なので（園
開放で）水あそびが出来てありがたいです」「お友だちと一
緒で楽しいのか、顔に水がかかっても嫌がらずにいて驚い
た！」など、嬉しい声をい
ただいています。
　園開放日やチャオルで
のあそびの広場は、お父さ
んやおじいちゃんおばあ
ちゃんも大歓迎です。お気
軽に遊びにいらしてくだ
さい。

保育園開放日

家族の絆で特殊詐欺を撃退 !!

「特殊詐欺、ひとごとじゃない！」

橋本　 瑛
え い と

翔 ちゃん（　紫　）

献血にご協力ください
日　時　10月 27日 ㈮　午前９時～11時 30 分
場　所　高山村公民館
対　象　男性 17 歳から 69 歳、女性 18 歳から 69 歳までの

健康な方（65 歳以上の方は、60 歳から 64 歳まで
の間に献血の経験がある方）

◆村民生活課保健予防係　☎２４２―１２０２




